


開成の杜（2）

に
と
ら
え
た
魅
力
的
な
ポ
ス
タ
ー
で
あ
っ

た
。

　

最
後
に
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
Ｗ
Ｇ
の
小
松

太
志
准
教
授
か
ら「
本
研
究
会
を
機
に
、

今
後
一
層
、本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
べ

く
活
動
を
し
て
い
く
」と
の
抱
負
、学
園
教

育
充
実
研
究
会
委
員
会
の
垣
花
真
一郎
准

教
授
か
ら「
教
育
実
践
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
て
こ
そ
ブ
ラ
ン
ド
が
輝
く
」と
の
抱
負

が
述
べ
ら
れ
、本
年
度
の
研
究
会
を
締
め

括
っ
た
。

「
郡
山
女
子
大
学
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
向
け
て
」

第
51
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会

　

第
51
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大

学・短
大・事
務
局
職
員
の
部
）が
８
月
28

日
、本
学
園
建
学
記
念
講
堂
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。本
会
は
、教
職
員
の
た
め
の

研
修
大
会
で
あ
る
。７
月
31
日
に
高
校
の

部
、８
月
４
日
に
幼
稚
園
の
部
が
実
施
さ

れ
、そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
本
会
が
開

催
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
、「
郡
山
女
子
大
学
ブ
ラ
ン
ド

の
構
築
に
向
け
て
」と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、

学
園
教
育
充
実
研
究
会
委
員
会
と
大
学

教
育
改
革
検
討
委
員
会
部
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ・

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
以
下
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
Ｗ
Ｇ
）の
共
同
開
催
に
よ
り
、各
種
の
研

修
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
の
第
１
部
は
、「
本
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
現
状
」と
題
し
て
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

Ｗ
Ｇ
の
小
松
太
志
准
教
授・山
口
猛
講
師

か
ら
こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
の

経
緯
、事
前
に
行
わ
れ
た
学
内
の
ブ
ラ
ン
ド

意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が

報
告
さ
れ
た
。

　

午
前
の
第
２
部
は
、「
ワ
ー
ル
ド
カ
フェ
in

Ｋ
Ｇ
Ｃ
」と
題
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
た
。「
ワ
ー
ル
ド
カ
フェ
」と
は
、職
位・職

階
を
横
断
し
た
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を

行
う
新
し
い
討
議
法
で
あ
る
。午
前
の
講

演
を
受
け「
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
な

の
か
」を
話
し
合
っ
た
。多
様
な
意
見
に
触

れ
る
こ
と
で
、教
職
員
一
同
、現
状
の
課
題

と
今
後
の
方
策
を
再
発
見
す
る
機
会
と

な
っ
た
。

　

午
後
は
、午
前
の
協
議
の
結
果
を
模
造

紙
に
ま
と
め
、発
表
す
る
と
い
う
ポ
ス
タ
ー

作
成・ポ
ス
タ
ー
発
表
の
セ
ッ
シ
ョン
で
あ
っ

た
。

　

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
お
い
て
は
、午
前
の

ワ
ー
ル
ド
カ
フェで
出
さ
れ
た
意
見
の
中
か

ら
、グ
ル
ー
プ
で
１
つ
施
策
案
を
選
出
し
模

造
紙
に
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
た
。「
多
様

な
意
見
を
一つ
に
ま
と
め
る
こ
と
に
難
し
さ

を
感
じ
た
」、「
久
し
ぶ
り
の
手
作
業
で
新

鮮
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

午
後
の
後
半
は
、全
グ
ル
ー
プ
が
建
学

記
念
講
堂
の
ホ
ワ
イ
エ・展
示
ロ
ビ
ー
に
集

い
、作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る「
ポ

ス
タ
ー
発
表
」を
行
っ
た
。合
計
32
グ
ル
ー

プ
の
ポ
ス
タ
ー
が一堂
に
揃
い
、各
々
の
意
見

を
披
露
し
合
っ
た
。こ
の
セ
ッ
シ
ョン
に
お
い

て
は
、「
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
有
効
で

あ
る
」と
い
う
観
点
か
ら
、各
自
２
点
選
ん

で
投
票
す
る
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
た
。

会
場
で
は
、熱
心
に
意
見
交
換
を
す
る
様

子
、ど
の
グ
ル
ー
プ
に
投
票
す
る
か
を
真
剣

に
悩
む
教
職
員
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

閉
会
式
に
お
い
て
は
、投
票
の
結
果
選

出
さ
れ
た
上
位
３
グ
ル
ー
プ
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。３
グ
ル
ー
プ
の
発
表
タ
イ
ト
ル
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

▼
１
位　

お
し
ゃ
れ
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

ガ
ー
デ
ン
大
作
戦（
施
設・設
備
グ
ル
ー
プ

③
）

▼
２
位　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
及
び
実
施（
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
②
）

▼
３
位　

人
間
力
の
向
上
こ
そ
が
就
職
支

援
の
第一歩（
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
①
）

い
ず
れ
も
、本
学
の
現
状
の
問
題
を
的
確

　

人
間
は
、１
日
に
５
〜
７
回
、計
10
〜
20

分
間
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
る
が
、こ
れ
を一

生
に
換
算
す
る
と
15
万
〜
20
万
回
と
な
る
。

　

ト
イ
レ
は
毎
日
お
世
話
に
な
って
い
る
も

の
。暮
ら
し
の
質
を
高
め
る
に
は
ト
イ
レ
の

空
間
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
の
趣

旨
の
も
と
、創
学
館
２
階
、３
階
女
子
ト
レ

イ
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
し
た
。施
工
内
容
は
、

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
中
心
と
し
、

ウ
ォ
シュレッ
ト
の
設
置
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
た
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
と
し
た
。ま
た

洗
面
を
一
部
改
装
し
、パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
た
。

　

引
き
続
き
62
年
館
３
階
、４
階
の
女
子

ト
イ
レ
を
年
度
末
ま
で
に
施
工
し
、順
次

快
適
な
空
間
を
増
や
し
て
い
く
予
定
。工

事
期
間
中
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
学
家
政
学
部・人
間
生
活
学
科
主
催
の

市
民
講
座「
暮
ら
し
の一ペ
ー
ジ
」が
７
月

25
日
に
行
わ
れ
た
。

　

生
活
総
合
コ
ー
ス
の
難
波
め
ぐ
み
先
生

が「
源
氏
物
語
に
見
る
生
活
と
色
」、福
祉

コ
ー
ス
の
泉
秀
生
先
生
が「
郡
山
の
こ
ど
も

た
ち
の
生
活
実
態
と
そ
の
課
題
」、建
築
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
長
田
城
治
先
生
が「《
こ

と
ば
》に
秘
め
ら
れ
た
住
ま
い
の
歴
史
―

探
し
て
み
よ
う
建
築
用
語
」と
題
し
て
講

演
し
た
。会
場
に
は
多
く
の
市
民
や
学
生

が
詰
め
か
け
、メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に

聞
き
入
って
い
た
。

　

女子トイレのパウダールーム 熱心に聞き入る受講者の皆さん

▲熱心に討議する教職員▲アンケート調査を報告する小松准教授（左）と山口講師

▲全体会の様子

創
学
館
２
階
、３
階
の

女
子
ト
イ
レ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

附
属
高
校
の
平
成
27
年
度「
学
校
見
学

会
」が
、７
月
20
日
、26
日
の
２
度
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
、郡
山
市
内
は
も
と
よ
り
県

内
各
中
学
校
か
ら
中
学
生
、教
員
、保
護

者
、合
わ
せ
て
４
０
２
名
が
本
校
を
訪
れ
た
。

　

全
体
会
は
建
学
記
念
講
堂
小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、放
送
部
員
松
本
み
さ
と
、上
遠
野

も
も
、室
井
愛
理
の
楽
し
い
進
行
で
進
め

ら
れ
た
。最
初
に
八
幡
文
明
校
長
よ
り
歓

迎
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、そ
の
後
、ビ
デ
オ
に

よ
る
学
校
紹
介
が
行
わ
れ
た
。さ
ら
に
、北

池
敦
美
生
徒
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、

引
き
続
い
て
本
校
生
徒
代
表（
普
通
科
柳

川
綾
香
、音
楽
科
渡
邊
侑
美
、美
術
科
髙

橋
す
ず
ね
、食
物
科
草
野
陽
）に
よ
る
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
の
各
科
の
説
明
が
、

高
校
生
活
の
体
験
を
踏
ま
え
親
し
み
や
す

い
内
容
で
行
わ
れ
た
。

　

全
体
会
終
了
後
、参
加
者
は
希
望
に
応

じ
て
施
設
自
由
見
学
、授
業
体
験
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
附
属
高
校
の
活
動
を
体

験
し
た
。特
に
音
楽
科
、美
術
科
の
体
験
で

は
、実
習
や
実
技
を
通
し
て
高
校
の
授
業

の一
端
を
身
体
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、

中
学
生
は
満
足
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。ま

た
、午
後
か
ら
行
わ
れ
た
希
望
者
に
よ
る

部
活
動
体
験
で
は
、高
校
生
の
力
あ
ふ
れ

る
演
技
や
動
き
に
圧
倒
さ
れ
る
様
子
が
見

ら
れ
た
。

　

ま
た
、交
流
会
会
場
で
は
、本
校
生
徒

と
参
加
中
学
生
に
よ
る
、高
校
の
生
活
全

般
に
わ
た
って
の
様
々
な
意
見
の
交
換
が
行

わ
れ
、活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
ら

の
体
験
が
、中
学
生
の
進
路
選
択
に
つ
な
が

って
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

大
学
･
人
間
生
活
学
科
主
催

市
民
講
座
に
多
数
が
参
加

附
属
高
校 

学
校
見
学
会 

開
催

フーコーの振り子を見学
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平
成
28
年
度
入
学
者
の
選
抜
実
施
内

容
等
説
明
会
が
６
月
26
日
開
催
さ
れ
た
。

本
県
は
も
と
よ
り
山
形
、岩
手
、栃
木
な

ど
か
ら
進
学
指
導
教
諭
ら
62
人
が
参
加

し
た
。

　

関
口
修
学
長
の
挨
拶
、減
免
委
員
会
の

影
山
彌
委
員
長
が「
東
日
本
大
震
災
及
び

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
平
成
28
年
度
入
学
予
定
者
に

　

去
る
９
月
19
日
に
附
属
幼
稚
園
の
運

動
会
が
、学
園
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

始
ま
る
前
に
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も

「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
！
」と
声
を
出
し
て
や
る

気
を
前
面
に
見
せ
て
く
れ
る
お
子
さ
ん
も

い
れ
ば
、運
動
会
と
い
う
雰
囲
気
に
押
さ

れ
て
不
安
な
表
情
を
浮
か
べ
る
お
子
さ
ん

も
い
ま
し
た
。で
も
、音
楽
が
か
か
れ
ば
自

然
と
体
が
動
き
出
し
て
、跳
ん
だ
り
、踊
っ

た
り
、走
っ
た
り
を
精
いっ
ぱ
い
、自
分
達
な

り
の
精
いっ
ぱ
い
を
お
家
の
方
々
に
お
目
に

か
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

大
き
い
組
さ
ん
は
自
分
達
の
演
技
な
ど

の
他
に
も〝
放
送
係
〞や〝
小
さ
い
組
さ
ん

の
お
世
話
係
〞な
ど
、幼
稚
園
で一番
大
き

い
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
頑
張

って
く
れ
ま
し
た
。ま
だ
幼
稚
園
に
入
って

い
な
い
小
さ
い
お
友
だ
ち
に
、そ
の
視
線
の

高
さ
ま
で
背
を
低
く
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

あ
げ
て
い
た
姿
…
優
し
さ
が
に
じ
み
出
て

い
ま
し
た
。小
さ
な
不
安
を
乗
り
越
え
て
、

さ
ら
に
身
も
心
も
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に

見
え
る
お
子
さ
ん
達
で
し
た
。

◆
募
集
人
員

【
大
学
院
】

　

本
大
学
院
は
、本
大
学
家
政
学
部
人
間

生
活
学
科
及
び
食
物
栄
養
学
科
を
基
礎

に
、人
間
生
活
学
研
究
科
人
間
生
活
学
専

攻
の
修
士
課
程（
2
年
）、さ
ら
に
博
士

（
後
期
）課
程（
3
年
）を
設
け
て
い
る
。

○
人
間
生
活
学
研
究
科

修
士
課
程
10
名（
含
昼
夜
開
講
制
）

博
士（
後
期
）課
程
3
名

【
大
学
】

家
政
学
部
人
間
生
活
学
科
40
名（
生
活

総
合
コ
ー
ス
10
名
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

10
名
・
福
祉
コ
ー
ス
20
名
）。家
政
学
部

食
物
栄
養
学
科
80
名

【
大
学
3
年
次
編
入
】

　

本
大
学
で
は
、両
学
科
と
も
3
年
次
へ

の
編
入
を
認
め
て
い
る
。募
集
人
員
は
両

学
科
と
も
各
10
名
。

　

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
専
門
課
程
を
卒
業
、修
了
ま
た
は
見
込

み
が
条
件
で
あ
る
が
、同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
も
出
願
で
き
る
。

【
短
期
大
学
部
】

家
政
科
福
祉
情
報
専
攻

家
政
科
食
物
栄
養
専
攻

平
成
28
年
度 

入
学
案
内
概
要

平
成
28
年
度
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
発
表

幼
児
教
育
学
科

生
活
芸
術
科

音
楽
科

文
化
学
科

【
専
攻
科
文
化
学
専
攻
】

　

短
期
大
学
の
専
門
教
育
の
基
礎
の
上
に
、

よ
り
専
門
的
知
識
を
体
系
的
に
学
ん
で
、

総
合
的
な
判
断
力
、豊
か
な
人
間
性
を
培

う
。大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の
審
査

を
パ
ス
す
る
と「
文
学
士
」の
学
位
を
得
る

140
名

20
名

30
名

40
名

40
名

120
名

10/16（金）～10/30（金）

11/20（金）～12/4（金）

1/8（金）～1/22（金）

2/16（火）～2/26（金）

11/6（金）

12/12（土）

1/30（土）

3/4（金）

10/16（金）～10/30（金） 11/7（土） 11/13（金）

11/13（金）

12/18（金）

2/5（金）

3/9（水） 3/17（木）

11/26（木）

11/26（木）

1/7（木）

第1回　2/15（月）
第2回　3/17（木）

10/16（金）～10/30（金）

11/20（金）～12/4（金）

1/8（金）～1/22（金）
2/1（月）～2/15（月）

11/6（金）

12/12（土）

1/30（土）
2/19（金）

10/16（金）～10/30（金） 11/7（土） 11/13（金）

11/13（金）

12/18（金）

2/5（金）
2/25（木）

11/26（木）

11/26（木）

1/7（木）

第1回　2/15（月）
第2回　3/17（木）
第1回　3/10（木）
第2回　3/17（木）

平成28年度　   入  学  者  選  抜  日  程

選抜方法 願書受付期間 選抜日 合否通知発送日 手続き締切日

指定校推薦生・特待生
公募推薦生Ⅰ期
特別生Ⅰ期

指定校推薦生・特待生
公募推薦生Ⅰ期
特別生Ⅰ期

高大連携生

公募推薦生Ⅱ期
特別生Ⅱ期

一般生Ⅰ期

一般生Ⅲ期 ※大学のみ

2/1（月）～2/15（月） 2/19（金） 2/25（木） 第1回　3/10（木）
第2回　3/17（木）一般生Ⅱ期

高大連携生

公募推薦生Ⅱ期
特別生Ⅱ期

一般生Ⅰ期
一般生Ⅱ期

大
　
　
　
学

短 

期 

大 

学 

部

―
大
学
・
短
大
合
同
説
明
会
開
く
―

対
す
る
新
た
な
授
業
料
減
免
」に
つ
い
て

説
明
。

　

関
口
晋
入
学
事
務
部
長
代
理
が
入
試

制
度
を
説
明
し
た
。個
別
面
談
で
は
選
抜

形
態
に
か
か
わ
る
具
体
的
な
対
応
や
取
得

で
き
る
資
格
、就
職
状
況
に
つい
て
の
質
問

が
あ
っ
た
。ま
た
、出
身
学
生
と
の
面
談
会

場
で
は
、教
え
子
か
ら
日
常
生
活
や
本
学

の
授
業
な
ど
を
熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。

　

平
成
28
年
度
郡
山
女
子
大
学
附
属
高

等
学
校
入
試
内
容
説
明
会
が
、９
月
11
日
、

建
学
記
念
講
堂
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、県
内
各
中
学
校
の
進
路
指
導
関
係

の
先
生
方
が
来
校
し
た
。

　

午
後
の
５
校
時
目
の
授
業
を

公
開
授
業
と
し
、日
常
の
附
属
高

校
の
授
業
を
参
観
で
き
る
よ
う

に
し
た
た
め
、中
学
校
の
先
生
方

に
校
舎
内
を
移
動
し
な
が
ら
各

授
業
を
回
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
中
学

校
の
卒
業
生
が
授
業
に
参
加
す

る
姿
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

全
体
会
は
、関
口
修
学
園
長
が
、

本
学
園
の
教
育
内
容
や
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、次
い
で
、八
幡

文
明
校
長
が
、高
等
学
校
の
教
育

方
針
や
日
々
の
学
校
生
活
の
様
子

等
に
つい
て
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、佐
々
木
貞
子
副
校
長

よ
り
、普
通
科
・
音
楽
科
・
美

術
科
・
食
物
科
の
学
科
紹
介
と

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
つ
い
て
の
説

明
が
な
さ
れ
、さ
ら
に
、平
成
28

年
度
入
学
者
選
考
要
項
に
つい
て

平
成
28
年
度
　
入
試
内
容
説
明
会

̶

附
属
高
等
学
校̶

の
説
明
も
な
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
、山
本
正
典
高
校
事

務
室
長
よ
り
、本
校
の
授
業
料
や
奨
学
金

制
度
に
つい
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

平成28年度入学者選考に関する日程一覧

平成28年1月7日（木）
8日（金）

平成28年1月19日（火）
20日（水）

平成28年1月27日（水）
12：00

平成28年1月28日（木）
～2月12日（金）

平成28年1月7日（木）
8日（金）

平成28年1月20日（水）

平成28年1月27日（水）
12：00

第1次手続き
平成28年2月12日（金）まで
第2次手続き
平成28年3月16日（水）まで

運
動
会！

運
動
会！

待
っ
て
た
、待
っ
て
た

可愛いおゆうぎ

こ
と
が
で
き
る
。　　
　
　
　
　
　

 

10
名

◆
選
抜
方
法

推
薦
生（
特
待
生
・
指
定
校
・
公
募
）

特
別
生（
専
門・総
合
学
科
／
高
等
専
門

／
専
修
学
校
／
社
会
人
／
高
認
合
格
者

／
外
国
人
留
学
生
／
帰
国
子
女
）

高
大
連
携
生（
本
附
属
高
校
生
）

A
O
生（
自
己
推
薦
）

一
般
生（
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
併
用
可
）

◆
選
抜
日
程（
別
項
参
照
）

◆
A
O
生
選
抜
日
程　

Ⅰ
期・Ⅱ
期
募
集

終
了
。Ⅲ
期
は
短
大
の
み
実
施
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
説
明
終
了
後
に
は
、質
疑
応

答
の
時
間
を
設
け
、中
学
校
の
先
生
方
か

ら
、学
力
生
の
欠
席
日
数
や
郵
送
に
よ
る

出
願
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ

れ
、高
校
側
が
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
丁
寧

に
答
え
た
後
、説
明
会
を
終
了
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
を
通
し
て
、本
校
が
女

子
校
と
し
て
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、

今
新
た
に
短
大
・
大
学
への
進
学
を
前
提

と
し
た
基
礎
的
な
学
力
保
証
に
取
り
組

み
、学
習
活
動
と
部
活
動
の
両
立
を
図
り
、

活
力
あ
る
学
校
へ
と
進
化
し
て
い
る
こ
と

が
ご
理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
高
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
努
め
た
い
。

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

◆
面
接
日
　
10
月
17
日
㈯

　
※
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度

入
学
願
書
受
付
中



開成の杜（5） 開成の杜（4）

オープンキャンパスのオリエンテーション

　

模
擬
授
業
に
出
席
し
、施
設
を
見
学
し
て
、直
接

志
望
学
科
の
先
生
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
唯
一の
機
会
。近
年
入

学
志
願
者
か
ら
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
程
の
問

い
合
わ
せ
が
大
学
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。本
学

で
は
27
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
６
月
14
日
、

７
月
11
日
、９
月
６
日
、10
月
３
日・４
日
の
４
回
実

施
し
た
。参
加
者
は
東
北
各
県
や
北
関
東
な
ど
か

ら
合
わ
せ
て
１
１
６
１
人
が
参
加
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
関
口
学
長
が
建
学
の

精
神
や
女
子
高
等
教
育
へ
の
熱
意
を
語
り
、本
学
の

人
間
教
育
と
そ
の
概
要
に
理
解
を
深
め
た
。各
科

が
実
施
し
た
当
日
の
模
様
を
紹
介
す
る
。

特集特集 私たちの学園 郡山女子大学大学院
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部

本学の魅力にふれる「オープンキャンパス」開催

学
２
年
）
が
試
合
に
参
加
し
た
。
結
果

は
４
射
命
中
で
、
予
選
通
過
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
全
国
か
ら
集
ま
る
弓
道
選

手
と
の
交
流
も
あ
り
、
有
意
義
な
大
会

で
あ
っ
た
。
10

月
に
は
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
リ
ー
グ

戦
の
東
北
地
区

秋
季
大
会
が
あ

り
、
そ
れ
に
向

け
て
練
習
中
で

あ
る
。

■ 

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
で
41
回
を
迎
え
た
附
属
高
校
恒

例
の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
６
月
17
日

に
開
か
れ
た
。全
学
年
３
５
０
人
、13
ク
ラ

ス
ご
と
に「
友
〜
旅
立
ち
の
と
き
〜
」「
花

は
咲
く
」「
虹
」な
ど
を
次
々
に
披
露
し
、

練
習
の
成
果
を
熱
演
、ク
ラ
ス
の
和
を
図
っ

た一日
だ
っ
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

▽
学
校
長
賞　

３
年
１
組

▽
金　
　

賞　

３
年
２
組

▽
優
良
賞
（
各
学
年
１
組
ず
つ
）

　

第
１
学
年　

１
年
２
組

　

第
２
学
年　
２
年
４
組

　

第
３
学
年　
３
年
３
組

　
■ 

校
内
球
技
大
会

■ 

３
種
目
で
熱
い
戦
い

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

１
位　

食
物
科
２
年

２
位　
１
年
３
組　

３
位　
１
年
１
組

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
１
位　
３
年
３
組
Ａ

　
２
位　
３
年
１
組
Ａ

　
３
位　
２
年
２
組
Ａ

●
卓
球

　
１
位　

食
物
科
１
年

　
２
位　
２
年
４
組
Ａ

　
３
位　
１
年
１
組
Ａ

　
３
位　
３
年
２
組

■ 「
２
０
１
５
紀
の
国

■ 

わ
か
や
ま
国
体
」出
場
選
手

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル　

少
年
女
子

監
督
／
冨
本　

栄
次
（
高
校
教
員
）

選
手
／
小
湊　

紗
姫
・
大
竹　

伶
奈
・

　
　
　

柴
崎　

加
奈
（
高
3
年
）

　
　
　

吉
田　

百
花
・
遠
藤　

和
・
湯

　
　
　

田　

穂
乃
夏
（
高
2
年
）

＊
協
会
派
遣　
鈴
木　
姫
ら
ら
（
高
2
年
）

○
剣
道　

成
年
女
子

監
督
兼
選
手
／
松
尾　

智
美（
高
校
教
員
）

○
ボ
ウ
リ
ン
グ　

成
年
女
子

　

大
河
内　

未
来
（
大
・
食
物
１
年
）

■ 

第
19
回
全
国
き
も
の

■ 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

●
一
般
・
手
描
き
の
部

▽
入
賞　

全
国
染
織
連
合
会
賞

　

冠
木　

美
音
（
短
大
・
生
芸
２
年
）

▽
入
選　

　

橋
本　

成
美
（
短
大
・
生
芸
２
年
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
／
高
校
生
の
部

▽
京
都
府
知
事
賞　

　

岡
本　

遥
子
（
高
3
年
）

▽
大
日
本
蚕
糸
会
賞
会
頭
賞

　

白
川　

七
美
（
高
2
年
）

▽
金
賞　

  

小
野
寺　

真
凛
（
高
3
年
）

■ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　

■ 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
惜
敗

　

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権

▽
女
子
予
選
グ
ル
ー
プ
戦

　

（
勝
者
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
、

敗
者
は
敗
者
復
活
戦
へ
）

　

郡
山
女
子
大
附
属
２
―
０
三
重

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
０
―
２
進
徳
女
子

（
広
島
）

■ 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル　

■ 

３
回
戦
進
出

　

平
成
27
年
度　

全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会

　

高
松
宮
杯
第
66
回
全
日
本
高
等
学
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

▽
２
回
戦

　

郡
山
女
子
大
学
附
属
27
―
24
浦
和
実

業
学
園
高
校
（
埼
玉
）

▽
３
回
戦

　

郡
山
女
子
大
学
附
属
16
―
37
玉
野
光

南
高
校
（
岡
山
）

■ 

藤
沼
さ
ん
が
遠
的
競
技
で
優
勝

■ 

近
的
で
も
２
位
に

■ 　
　
　
　
　
　
　  

―
県
総
体
弓
道
競
技

●
遠
的
競
技

▽
団
体　

３
位　

　

個
人　

１
位　

藤
沼
あ
か
ね（
高
2
年
）

●
近
的
競
技

▽
団
体　

５
位

　

個
人　

2
位　

藤
沼
あ
か
ね（
高
2
年
）

　
　
　
　

3
位　

菅
野　

未
来（
高
3
年
）

■ 

第
63
回
全
日
本
学
生
弓
道

■ 

選
手
権
大
会

　

平
成
27
年
８
月
10
日
〜
13
日
、
名
古

屋
市
に
あ
る
日
本
ガ
イ
シ
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
に
て
、
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

女
子
チ
ー
ム
は
全
国
か
ら
２
０
６

チ
ー
ム
参
加
し
、
女
子
団
体
戦
が
争
わ

れ
た
。
団
体
戦
は
各
校
３
人
、
一
人
４

射
で
競
技
を
行
い
、
上
位
24
校
が
予
選

通
過
と
な
る
。

　

本
校
か
ら
は
、
遠
藤
ち
さ
と
（
大
学

２
年
）
、
久
保
田
静
佳
（
短
大
２
年
）
、

金
田
翔
子
（
大
学
１
年
）
が
選
手
と
し

て
、
監
督
と
し
て
斎
藤
清
楓
（
大
学
２

年
）
、
介
添
え
と
し
て
佐
藤
咲
良
（
大

▽
銀
賞

　

鼻
戸　

真
綿
（
高
3
年
）　

　

秡
川
真
里
奈
（
高
3
年
）

▽
入
選

　

柳
沼　

実
樹
（
高
3
年
）

　

今
関　

ゆ
き
（
高
2
年
）

　

関
根
真
奈
美
（
高
2
年
）

■ 

第
69
回
福
島
県
総
合

■ 

美
術
展
覧
会

【
洋
画
の
部
】

▽
入
選　

　

坂
本 

し
の・佐
藤 

睦
美・西
之
宮 

結

　
（
短
大
・
生
芸
２
年
）

　

草
野　

順
子（
短
大・生
芸
助
手
）

【
彫
刻
の
部
】

▽
福
島
県
立
美
術
館
賞

　

黒
沼　

令（
短
大・生
芸
講
師
）

▽
福
島
県
美
術
大
賞

　

邉
見　

奈
央（
既
卒
）

▽
入
選　

根
本　

佳
奈（
既
卒
）

【
工
芸
美
術
の
部
】

▽
入
選

　

冠
木
美
音
・
橋
本
成
美
（
短
大
・
生

芸
２
年
）

■ 

第
61
回
福
島
県
水
彩
展

▽
入
選　

小
倉　

春
香（
短
大・生
芸
２
年
）･
阿
部

か
ん
な
･
井
本　

沙
也
香
･
遠
藤　

紅
音

･
岡
田　

裕
香
･
草
野　

瑞
穂
･
小
山

未
来
･
斎
藤　

あ
か
り
･
高
松　

絵
美
･

坪　

千
晶
･
増
子　

幸
乃
･
物
江　

聖
夜

･
森　

友
佳（
短
大・生
芸
１
年
）

■ 

第
66
回
県
南
美
術
展

【
青
少
年
奨
励
】マツ
ダ
絵
画
賞

　

髙
橋　

す
ず
ね（
高
３
年
）

■ 

第
69
回
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

▽
高
校
＝
金
賞

　

東
北
支
部
大
会
出
場（
秋
田
市
）

■ 

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
へ
の
見
舞
金

■ 

５
２
０
０
０
円
を
届
け
る

　

大
学
学
友
会・短
大
学
友
会
が
各
ク
ラ

ス
に
呼
び
か
け
、学
生
と
教
職
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
浄
財
５
２
０
０
０
円
を
、大
学

学
友
会
の
松
本
真
歩
、短
期
大
学
部
学

友
会
の
石
森
朱
莉
の
両
会
長
が
７
月
14

日
、福
島
民
報
社
郡
山
本
社
へ
届
け
た
。

■ 
献
血
に
24
人
が
協
力

　

開
成
学
園
の
献
血
協
力
が
６
月
17
日

に
行
わ
れ
、
学
生
や
教
職
員
ら
が
授
業

の
合
間
を
利
用
し
て
積
極
的
に
献
血
し
、

４
０
０
ml
で
18
人
、
２
０
０
ml
６
人
の

計
24
人
が
協
力
し
た
。

　

学
園
で
は
年
２
回
、
献
血
活
動
に
協

力
し
て
お
り
、
次
回
は
11
月
４
日
（
水
）

の
予
定
。

■ 

定
期
演
奏
会
で
成
果
を
披
露

■ 

―
高
校　
音
楽
科
・
合
唱
部
―

　

音
楽
科
、合
唱
部
に
よ
る
定
期
演
奏
会

は
本
年
度
も
７
月
20
日
、建
学
記
念
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
。

　

合
唱
部
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
部
員
23
名
が

校
歌
や「
未
来
」な
ど
７
曲
を
披
露
し
た
。

　

合
唱
部
の
校
内
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

格
し
た
９
人
が
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、ピ
ア
ノ
の
独
奏
や
ソ
プ
ラ
ノ
の
独

唱
を
発
表
し
た
。

　

卒
業
生
で
ピ
ア
ノ
の
水
崎
望
未
さ
ん

（
福
島
大
学
２
年
）、根
本
真
澄
さ
ん（
東

京
芸
術
大
学
声
楽
科
４
年
）が
賛
助
出

演
し
、演
奏
会
に
花
を
添
え
た
。最
後
に

学
生
と
合
同
の
郡
山
開
成
学
園
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
ウ
エ
ー
バ
ー
の
歌
劇（
オ
ベ
ロ
ン
）

を
奏
で
た
。

●
大
学
／
人
間
生
活
学
科

　
「
生
活
総
合
コ
ー
ス
」「
福
祉
コ
ー
ス
」

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」を
担
当
教
員
が

説
明
し
た
。界
面
活
性
剤
実
験
、介
護
体

験
、ミ
ニハ
ウ
ス
の
模
型
制
作
な
ど
を
体
験

し
た
。

心一つに、ノーミス演技を

　
「
苦
し
い
と
き
こ
そ
明
る
く
前
を
向

く
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、28
人
の
選
手

た
ち
は
辛
く
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、創
部

３
年
目
に
し
て
念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
初

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
自
分
達
が
取
り
組

ん
で
き
た
ハン
ド
ボ
ー
ル
を「
楽
し
く
表
現

す
る
」を
テ
ー
マ
に
戦
い
ま
し
た
。初
戦
と

な
っ
た
２
回
戦
で
は
優
勝
経
験
も
あ
る
相

手
に一
歩
も
引
か
ず
互
角
の
戦
い
を
す
る

こ
と
が
で
き
、３
点
差
で
勝
利
し
、嬉
し
い

初
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
準
々
決
勝
で
の
敗
戦
と
な

り
ま
し
た
が
、全
国
の
舞
台
で
し
か
得
る

こ
と
の
で
き
な
い
経
験
を
今
後
に
生
か
し
、

一
歩
一
歩
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会（
近
畿
総
体
）が
大
阪
府
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
。本
年
度
は
新
体
操
部
が

５
年
連
続
14
回
目
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

２
年
連
続
17
回
目
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が

創
部
３
年
目
で
初
出
場
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

今
年
も
短
大
・
音
楽
科
に
よ
る
ミ
ニコ
ン

サ
ー
ト
と
、幼
児
教
育
学
科
の
ハン
ド
ベル
演

奏
が
行
わ
れ
た
。在
学
生
に
よ
る
歓
迎
の
セ

レ
モ
ニ
ー
に
参
加
者
た
ち
は
喜
ん
で
い
た
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
と

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
歓
迎

　

毎
年
好
評
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
無
料

送
迎
バ
ス
を
今
年
も
運
行
。「
米
沢
方
面
」

「
西
那
須
野
・
黒
磯
方
面
」「
福
島
・二
本

松・本
宮
方
面
」「
喜
多
方
･
会
津
若
松・

猪
苗
代
方
面
」「
白
河・矢
吹・須
賀
川
方

面
」「
棚
倉・石
川
方
面
」「
小
野・船
引・三

春
方
面
」に
加
え
て
今
年
か
ら「
い
わ
き

泉・い
わ
き
駅
方
面
」が
加
わ
り
８
路
線
に

な
っ
た
。県
内
外
か
ら
の
入
学
希
望
者
を

乗
せ
た
バ
ス
は
ほ
ぼ
満
席
状
態
に
な
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

無
料
送
迎
バ
ス 

８
路
線
に

「
い
わ
き
泉・い
わ
き
駅
方
面
」を
増
設

　

今
年
度
も
地
元
の
ジ
ュニ
ア
ク
ラ
ブ
出
身

者
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、団
体
が
組
め
る
最

低
人
数
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、５
月
の
県
大
会
で
団
体
競
技

に
お
い
て
は
、５
年
連
続
14
回
目
の
県
大

会
優
勝
を
成
し
遂
げ
、全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、今
年

新
体
操
部

　

２
年
連
続
17
回
目
の
出
場
を
果
し
た

全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、７
月
28
日
か
ら
８

月
１
日
ま
で
大
阪
市
舞
州
ア
リ
ー
ナ
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。私
達
は
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
目
標
に
、１

試
合
で
も
多
く
勝
ち
進
む
た
め
万
全
の

態
勢
を
整
え
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

　

予
選
グ
ル
ー
プ
を
勝
ち
進
み
、翌
日
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
ま
で
進
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。今
大
会
を
通
し
て
全

国
の
レ
ベ
ル
を
知
る
と
と
も
に
自
分
達
が

勝
ち
抜
く
た
め
の
課
題
を
多
く
見
つ
け
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
福
島
に
多
く
の
感
動

と
元
気
を
伝
え
勝
ち
進
ん
で
い
け
る
よ
う

に
練
習
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
に
出
場

実験を興味深く見学

●
大
学
／
食
物
栄
養
学
科

　

食
物
栄
養
学
科
の
教
育
方
針
、ア
ド
ミ

ッ
シ
ョン
ポ
リ
シ
ー
、カ
リ
キ
ュラ
ム
の
実
際
、

栄
養
士
と
管
理
栄
養
士
の
違
い
な
ど
に
つ

い
て
分
り
や
す
く
説
明
し
た
。

管理栄養士の仕事とは

●
短
大
／
福
祉
情
報
専
攻

　
「
楽
々
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
」入
学
後
、す

ぐ
に
役
立
つ
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
を
学
ん

だ
。

レポートの書き方を学ぶ

●
短
大
／
幼
児
教
育
学
科

　

歌
・
リ
ズ
ム
遊
び
や
切
り
絵
な
ど
で

遊
び
を
体
験
し
た
。
入
試
に
関
す
る
情

報
提
供
や
在
学
生
と
の
懇
談
も
好
評
だ

っ
た
。

歌やリズム遊びを体験

●
短
大
／
食
物
栄
養
専
攻

　

糖
尿
病
食・低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
デ
ザ
ー
ト

作
り
を
体
験
し
た
。参
加
者
は
補
助
学
生

と
食
事
を
し
な
が
ら
懇
談
し
た
。

糖尿病食などを作る

●
短
大
／
生
活
芸
術
科

　

絵
画・彫
刻・デ
ザ
イ
ン・Ｃ
Ｇ
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
者
が
授
業
内
容
や
施
設・設

備
に
つい
て
説
明
し
た
。

ピアノの個人レッスンを体験

高校生にも喜ばれました

チームの和!!全員バレー

●
短
大
／
文
化
学
科

　
「
司
書
に
な
る
た
め
の
学
び
と
は
」

司書になるための学びとは

●
短
大
／
音
楽
科

　

授
業
体
験
は
ピ
ア
ノ
が
エ
チ
ュ
ー
ド
、声

楽
は
イ
タ
リ
ア
歌
曲
で
参
加
者
は
音
楽
科

し
か
体
験
で
き
な
い
授
業
に
興
味
を
示
し

て
い
た
。

実習室を見学

苦しいときこそ明るく前を向く

度
も「
心
一つ
に
、ノ
ー
ミ
ス
の
演
技
を
！
」

を
目
標
と
し
て
大
会
に
臨
み
、今
で
き
る

技
術
を
出
し
切
っ
た
も
の
の
、団
体
42
位

（
48
チ
ー
ム
中
）と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。今
後
も
福
島
県
の
新
体
操
を
牽
引
す

る
チ
ー
ム
と
な
っ
て
連
続
出
場
で
き
る
よ

う
、心
身
共
に
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

人
　
事

﹇
依
願
退
職
﹈

﹇
訃
報
﹈

（
8
月
28
日
付
）

い
ま
い
ず
み　
　

 

み
の
る

鈴
木
　
光
洋
＝
教
務
部・庶
務・連
携
課
長

菅
野
　
英
樹
＝
入
学
事
務・広
報
部
係
長

今
泉
　
實
さ
ん

（
9
月
30
日
付
）

元
郡
山
女
子
大
学
就
職
部
長

６
月
24
日
死
去　

85
歳

　

ご
逝
去
を
悼
み
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上

　

げ
ま
す
。

学校長賞3年1組

ゴールを目がけて

と
い
う
テ
ー
マ
で
体
験
授
業
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
図
書
館
の
書
庫
を
自

由
に
見
学
し
た
。

秋季大会を目指す大学弓道部



開成の杜（6）

学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

平
成
26
年
度
　
事
業
報
告

表① 院生・学生・生徒・園児在籍総数【1,191人 ： 昨年比57名減】 学則等収容定員【2,509人】  単位：名

表② 教職員 223名【教育職員154名　事務職員69名】

10
3
13

2
／
2

1
／
1

3
0
3

20
9
29

／
0
0

／
0
0

／
0
0

40
80
120

10
10
20

20
64
84

57
238
295

180
340
520

12
56
68

8
43
51

17
75
92

240
20
20
40
320

77
10
16
30
133

720
60
60
120
960

55
8
13
32
108

60
4
8
21
93

40
120
140
20
30
40
390

10

16
14
15
45

13
17
13
43

29
31
28
88

22
6
1
29

40
80
80
200

6 2 8 20

80
240
280
40
60
80
780

21
51
72

116
22
7
21
238

14
48
62

123
10
8
22
225

35
99
134

239
32
15
43
463

192
22
37
83
334

☆福島学習センター出向職員　5名　☆時間雇用職員　7名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

　　41名
    51名
    48名
     8名
 148名

職員数
　　19名
    39名
   　9名
     1名
    68名

非常勤講師
    34名
    50名
   21名
4名

   109名

合計
　94名
 140名
 78名
  13名
 325名計

24

学科名

学科名

学科名

幼児教育学科

一
、法
人
の
概
要

（1）
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬
愛

で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お
い

て
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と

し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動

で
社
会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個

性
を
重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確

立
」と「
他
と
の
協
調
」を
も
って
、自
主・自

立
で
き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を
図

る
の
が
目
的
で
あ
る
。

（2）
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

（
創
立
昭
和
22
年
4
月
22
日
）

○
所
在
地　

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁

目
25
番
2
号　

○
代
表
者　

理
事
長　

関
口  

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院

開
設
：
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

　
　
　

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
：
昭
和
41
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

開
設
：
昭
和
25
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

開
設
：
昭
和
32
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

開
設
：
昭
和
30
年
4
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長　

八
幡　

文
明

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長　

賀
門　

康
博

（３）
学
校・学
部・学
科
等
の
入
学
定
員
、学
生

数
の
状
況（
平
成
26
年
5
月
1
日
現
在
）

学
生
数
の
状
況

在
籍
総
数 

1
、１
９
１
名

学
則
等
収
容
定
員 

2
、５
０
９
名

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

（４）
役
員
・
教
職
員

　

理
事
10
人
・
監
事
２
人
・
評
議
員
22
人

理
事
会
８
回
開
催
、評
議
員
会
５
回
開
催
、

監
事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
３
回

（5）
教
職
員　

表
②
参
照

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
・

責
任
・
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ

る「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自

立
」を
元
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
、部
署
に
お

い
て
計
画
し
た
教
育
・
運
営
に
関
す
る
事

項
を
実
施
し
た
。

※
教
育
等
実
施
内
容

　

各
部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画

に
基
づ
き
、計
画（
Ｐ
ｌａｎ
）、実
施（
Ｄｏ
）、

評
価（
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ
）改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
従
い
、教
育
活
動
並
び
に
事

務
活
動
を
行
っ
た
。

※
平
成
26
年
度
修
了
生・卒
業
生

　

大
学
院
１
名・大
学
89
名・短
大
２
１
９

名・専
攻
科
２
名・高
校
93
名・幼
稚
園
2
8

名　

計
４
３
２
名

（1）
法
人
関
係
で
実
施
し
た
主
な
事
業

・
平
成
26
年
度
年
度
当
初
学
園
全
体
職
員

・
学
園
創
立
68
周
年
記
念
式
典　

・
郡
山
う
ね
め
お
ど
り
に
参
加

・
安
全
防
災
訓
練（
大
学・短
大・高
校・幼

稚
園・家
庭
寮
）

・
第
68
回
も
み
じ
会

・
福
島
県
私
学
振
興
大
会

・
平
成
27
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

（
会
場
校
）

・
平
成
26
年
度
自
己
点
検
報
告
会

・
平
成
26
年
度
年
度
末
学
園
全
体
職
員
会

・
平
成
27
年
度
採
用
者
の
新
任
式

・
オ
リ
エン
テ
ー
シ
ョン

（２）
大
学
院・大
学・短
大
で
実
施
し
た
主
な
事
業

・
大
学
院
第
22
回
、大
学
第
49
回
、短
大
第

65
回
、専
攻
科
第
15
回
入
学
式

・
第
１
回
〜
第
4
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
平
成
27
年
度
大
学・短
大 

入
学
者
選
抜

実
施
内
容
及
び
教
育
内
容
等
説
明
会

・
K
G
C
サ
マ
ー
リ
フ
レッ
シュプ
ロ
グ
ラ
ム

・
Ａ
Ｏ
生
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
期
選
抜

実
施

・
第
50
回
学
園
教
育
充
実

研
究
会（
大
学
・
短
大
の

部
）

・
大
学
3
年
編
入
Ⅰ
期
選

抜
実
施

・
入
学
大
学・短
大「
高
大

連
携
生
」選
抜
実
施　

・
入
学
大
学・短
大「
特
待

生
・
指
定
校
生
・
公
募
推

薦
生
Ⅰ
期
・
特
別
生
Ⅰ

期
」選
抜
実
施

・
入
学
大
学・短
大「
公
募
推
薦
生
Ⅱ
期・特

別
生
Ⅱ・専
攻
科
Ⅰ
期
」

・
入
学
大
学・短
大「
一
般
生
Ⅰ
期・大
学
3

年
編
入
Ⅱ
期
」選
抜
実
施

・
入
学
大
学・短
大「
一
般
生
Ⅱ
期・大
学
3

年
編
入
Ⅲ
期
、専
攻
科
Ⅱ
期
」選
抜
実
施

・
大
学
第
46
回
、短
大
第
64
回
、専
攻
科
第

14
回
卒
業
式

※
自
由
服
の
導
入
：
平
成
26
年
10
月
1
日
よ

り
、「
ド
レ
ス
コ
ー
ド
」に
よ
る
服
装
の
着
用

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

主
任・大
学・短
大
教
授
会・研
究
科
委
員
会

（
月
1
回
）、合
否
判
定
委
員
会
、学
生
生
活

委
員
会
、就
職
対
策
委
員
会・担
当
者
会
議
、

期
末
試
験
、教
育
実
習
、定
期
演
奏
会
、卒

業
研
究
発
表
、健
康
診
断
、学
生
相
談
な
ど 

※
平
成
26
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】　

卒
業
者
数 

89
人

　

就
職
希
望
者 

86
人

　

就
職
決
定
者
数 

84
人（
就
職
率
98
％
）

【
短
大
】　

卒
業
者
数
2
1
9
人

　

就
職
希
望
者
1
9
2
人

　
就
職
決
定
者
数
1
8
9
人（
就
職
率 

98
％
）

（３）
附
属
高
等
学
校

　
「
私
を
創
る

－

未
来
の
私
を
考
え
て

－

」

と
い
う
努
力
目
標
を
掲
げ
、生
徒
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
目
標
設
定
し
、高
校
生
活
を
よ

り
有
意
義
に
送
る
為
に
、生
徒
の
自
己
啓
発

と
自
発
性
を
育
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

全
教
員
が一丸
と
な
って
取
り
組
ん
だ
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業　

・
第
58
回
入
学
式

・
第
1
回
〜
第
２
回
学
校
見
学
会

・
第
50
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
高
校
の
部
）

・
入
試
内
容
説
明
会

・
修
学
旅
行（
第
2
学
年
）

・
入
学
者
選
考
会

・
第
56
回
卒
業
式

・
新
入
生
説
明
会  

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

職
員
会
議・運
営
委
員
会（
月
1
回
開
催
）、

教
育
実
習
、個
別
相
談
会
、考
査
、学
力
テ
ス

ト
、校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、校
内
球
技
大
会
、

定
期
演
奏
会
、卒
業
発
表
会
、卒
業
作
品
展

な
ど

（4）
附
属
幼
稚
園　

　

本
園
は
、「
よ
く
み
る
、よ
く
き
く
、よ
く

か
ん
が
え
て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、各
園

児
へ
の
配
慮
を
通
じ
て
、基
本
的
な
生
活
習

慣
の
習
得
と
、集
団
遊
び
の
充
実
、そ
し
て

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
幼
児
教
育
を

行
っ
た
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

・
第
60
回
入
園
式 

・
創
立
記
念
日
の
お
集
ま
り

・
第
50
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会

　
（
幼
稚
園
の
部
）

・
平
成
27
年
度
入
園
説
明
会

・
附
属
幼
稚
園
運
動
会（
第
二
体
育
館
）

・
平
成
27
年
度
入
園
面
接

・
1
日
入
園

・
第
60
回
卒
園
式

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

春
･
秋
の
遠
足
、保
育
参
観
、お
泊
り
保
育
、

預
り
保
育
、延
長
保
育
、夏
期
保
育
、七
五

三
、ぼ
く
と
わ
た
し
の
さ
く
ひ
ん
て
ん
、ク
リ

ス
マ
ス
会
、お
も
ち
つ
き
、節
分
の
お
あ
つ
ま

り
、お
別
れ
会
食
、親
子
パ
ー
テ
ィ
ー
、発
表

会
、園
庭
整
備
、父
母
の
講
座
、Ｋ
Ｇ
Ｃ
マ

ミ
ー
ク
ラ
ブ
、父
母
会
総
会
、避
難
訓
練（
2

回
実
施
）

（5）
家
庭
寮（
26
年
度
当
初
在
寮
生
57
名
）

新
入
寮
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、リ
ー
ダ
ー

会
議
、入
寮
生
歓
迎
会
、お
茶
会
、七
夕
会
、

い
も
煮
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会

（6）
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

① 
本
学
図
書
館
高
大
連
携
打
合
せ
会

②
運
営
委
員
会

③
土
曜
開
館

④
蔵
書
点
検

（7）
保
健
室

定
期
健
康
診
断
実
施

（
大
学・短
大
生・高
校
生・園
児・教
職
員
）

（8）
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

（9）
学
生・生
徒・園
児
募
集

①
大
学・短
大
進
学
相
談
会

②
高
等
学
校
訪
問

③
中
学
校
訪
問

④
園
児
募
集（
パ
ン
フ
レッ
ト
）

⑤
大
学・短
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

⑥
高
校
入
試
内
容
説
明
会（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン・ポ
リ
シ
ー
）　

＊
そ
の
他
、学
生・生
徒・園
児
募
集
の
た
め

の
学
校
案
内（
大
学・短
大
、高
校
、幼
稚
園
）

の
作
成
と
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
。

（10）
部
活
動
及
び
応
募
等
の
全
国
大
会
出
場

等
外　

○
第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

少
年
女
子
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
1
位

○
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル・新
体
操
出
場

○
第
67
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

少
年

女
子
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

○
平
成
26
年
度
福
島
県
卓
球
選
手
権
大
会

ジ
ュニ
ア
女
子
：
個
人
第
１
位

○
第
60
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
：

新
体
操　

団
体
第
1
位・個
人
第
１
位

○
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）：
新
体
操　

団
体
33
位

　

個
人
総
合
28
位

○
第
67
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
：
新
体

操　

団
体
総
合
第
1
位

○
第
26
年
度
国
民
体
育
大
会　

少
年
女

子
：
新
体
操　

団
体
出
場

○
第
67
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

少
年

女
子
：
ハン
ド
ボ
ー
ル　

第
1
位

○
第
14
回
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
ス
テ
ー
ジ
全

国
大
会
出
場
：
優
秀
賞・講
評
者
特
別
賞

○
第
26
回
全
日
本
ジ
ュニ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル　

ピ
ア
ノ
部
門
高
校
生
の
部
第

5
位

〇
第
18
回
全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
：
京
都
市
芸
術
文
化
協
会
理
事
長
賞

　

美
し
い
き
も
の
賞

○
第
25
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
優

秀
校
東
京
公
演
ポ
ス
タ
ー
公
募
：
優
秀
賞

〇
2
0
1
4
食
肉
惣
菜
創
作
発
表
会　
デ

リ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会
：
最
優
秀
賞

　

全
国
大
会
：
出
場

〇
第
13
回
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
5

　

全
国
大
会
：
優
勝

　

日
本
即
席
食
品
工
業
協
会
賞

〇
第
62
回
全
国
高
等
学
校
決
勝
弁
論
大
会
：

準
優
勝

（11）
安
全
管
理

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
説
明
会
を
教
職
員
、寮
生
向

け
に
実
施
し
た
。

②
自
動
火
災
報
知
設
備
の
鳴
動
蒔
対
応
訓
練
。

（12）
施
設・設
備
関
係　
　

施
設・設
備
に
つい
て
は
、各
学
校
毎
に
安
全

性（
放
射
線
対
策
等
）と
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適

な
空
間
）に
配
慮
し
た
教
育
研
究
環
境
の
整

備
を
優
先
順
位
に
よ
り
行
っ
た
。

（13）
環
境
関
係

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
を
評
価
す
る

「
第
６
回
エコ
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
、「
五
つ

星
エコ
大
学
」を
獲
得
。

（14）
そ
の
他
資
料

※
家
族
会
等

・
家
族
会
役
員・常
任
委
員
合
同
委
員
会

・
家
族
会
総
会

・
家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談
会（
開
催
時

期
は
7
月
上
旬
か
ら
7
月
下
旬
）

　
６
月
〜
９
月
の
教
育
懇
談
会
を
も
って
郡

山
方
部
会
と
す
る

　

南
東
北・北
東
北・福
島・会
津・県
南・郡

山
方
部
会（
大
学・短
大
）：
計
6
方
部

※
芸
術
鑑
賞
講
座

第
1
8
4
回
芸
術
鑑
賞
講
座　

①「
ベル
リ
ン
交
響
楽
団
」

②「
ブ
ッ
タ
」

③「
報
道
写
真
パ
ネ
ル「
福
島
の
記
録
」

④「
東
儀
秀
樹
」

※
教
養
講
座

第
1
回
〜
2
回
教
養
講
座

①「
女
性
の
1
0
0
年
と
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
」

②「
水
環
境
と
お
魚
の
話
」

（含編入定員４０名）



開成の杜（7）

補助金収入（国庫補
助金収入）が見込み
を下回りま した。

育英奨学基金引当特
定資産からの繰入収入 
315,420,000円及び
前期末未収入金収入 
229,868,772円が主
なものです。

長期定期預金作成の
ための支出
1,300,000,000円
及び有価証券購入の
ための支出
200,000,000円
並びに育英奨学基金
引当特定資産への
繰入支出 
228,506,712円を
計上しました。

記念講堂非構造部材 
耐震対策
105,030,000円
及び62年館・芸術館 
エレベーター棟新設 
81,028,543円が主
なも のです。

有価証券買い替えの
ための売却収入
100,000,000 円を
計上しました。

記念講堂の冷暖房
設備工事及び創学
館等の空調機設備
工事の追加によるも
のです。

平
成
26
年
度
　
決
算
報
告

資金収支計算について、その主な内容をご報告いたします。
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金収入 
 手数料収入 
 寄付金収入 
 補助金収入 
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
 資産運用収入 
 資産売却収入 
 事業収入 
 雑収入 
 前受金収入 
 その他の収入 
 資金収入調整勘定 
 前年度繰越支払資金
資金収入の部　合計

1,015,330,000
19,090,000
16,000,000

1,054,110,000
685,400,000
365,310,000
3,400,000
71,590,000
100,100,000
59,400,000
185,900,000
323,400,000
431,895,924

△ 540,000,000
2,116,024,076
4,852,840,000

1,016,159,200
18,173,258
13,900,000

1,040,167,892
668,828,000
367,889,492
3,450,400
72,239,278
100,000,000
60,485,500
205,441,073
296,693,400
641,352,228

△ 711,092,419
2,116,024,076
4,869,543,486

△ 829,200
916,742
2,100,000
13,942,108
16,572,000
△ 2,579,492
△ 50,400
△ 649,278
100,000

△ 1,085,500
△ 19,541,073
26,706,600

△ 209,456,304
171,092,419

―
△ 16,703,486

（単位：円）〔資金収入の部〕

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
  国庫補助金
  地方公共団体（県）補助金
  地方公共団体（市）補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

1,015,330,000
19,090,000
25,200,000

1,054,110,000
685,400,000
365,310,000
3,400,000
71,590,000
100,000

59,400,000
185,900,000
2,430,720,000
△ 347,835,000
2,082,885,000

1,016,159,200
18,173,258
20,727,713

1,040,167,892
668,828,000
367,889,492
3,450,400
72,239,278

0
60,485,500
214,005,594
2,441,958,435
△ 242,439,637
2,199,518,798

△ 829,200
916,742
4,472,287
13,942,108
16,572,000
△ 2,579,492
△ 50,400
△ 649,278
100,000

△ 1,085,500
△ 28,105,594
△ 11,238,435
△ 105,395,363
△ 116,633,798

（単位：円）〔消費収入の部〕

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
資金支出の部　合計

1,953,280,000
524,969,000
152,900,000
265,354,000
72,481,000

1,525,810,000
153,058,449
7,900,000

△ 54,674,463
251,762,014
4,852,840,000

1,961,120,652
509,840,159
163,221,796
396,342,985
74,570,930

1,728,506,712
156,802,951

―
△ 206,763,865
85,901,166

4,869,543,486

△ 7,840,652
15,128,841

△ 10,321,796
△ 130,988,985
△ 2,089,930

△ 202,696,712
△ 3,744,502
7,900,000

152,089,402
165,860,848
△ 16,703,486

（単位：円）〔資金支出の部〕

監
査
報
告
書

平
成
27
年
５
月
25
日

学
校
法
人　

郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
平成27年3月31日現在 （単位：円）

財産目録総括表4

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
平成27年3月31日現在

（単位：円）

貸借対照表3

項　　目

科　　目

資産の部合計

本年度末 増　　減

金　　額 備　　考
基本財産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図書
車両
建設仮勘定
水道施設利用権
借地権
電話加入権
ソフトウェア

固定資産 9,802,756,442
7,377,285,688
2,763,869,930
3,585,262,813
1,028,152,945
2,425,470,754
600,000,000
1,300,000,000
525,470,754
462,721,805
85,901,166
376,820,639

10,265,478,247

前年度末
1,397,924,485
102,580,509

0
99,962,154
533,394,550
1,295,343,976
100,000,000
1,300,000,000
△ 104,656,024
△ 1,887,530,723
△ 2,030,122,910

142,592,187
△ 489,606,238

流動資産

有形固定資産
土地
建物
構築物他

有価証券
長期定期預金
ソフトウエア他

現金預金
未収入金他

その他の固定資産

退職給与引当金
長期未払金

授業料等前受金
預り金他　

減価償却累計額
減価償却累計額
減価償却累計額
減価償却累計額

減価償却累計額 

減価償却累計額

減価償却累計額

預入先　東邦銀行他２行
外国債券
郡山信用金庫他　

退職金財団交付金他

退職給与に係る見積債務額

平成27年度生入学金等

5,892,292,308

675,349,452

1,230,364,295

37,385,459

9,470,225

18,765,590

56,901,350

182,438.30 ㎡

51,664.57 ㎡

291 点

12,156 点

644 点

156,168 冊

2 台

8 件

7,400,548,536
2,763,869,930
3,585,262,813
91,112,864
434,062,715
7,959,401

491,872,739
1,045,226
2,100,000

0
980,389
2,918,498
19,363,961

2,864,929,711
1,385,901,166
600,000,000
460,000

501,247,906
372,911,619

89,270
4,319,750

10,265,478,247

1,524,781,596

8,740,696,651

1,068,808,104
911,490,951
157,317,153
455,973,492
67,354,836
296,693,400
91,925,256

運用財産

資産合計

負債合計
差引正味財産

現金・預金
有価証券
出資金
育英奨学基金引当特定資産
未収入金
前払金
その他の資産

退職給与引当金
長期未払金

未払金
前受金
預り金

〔資産の部〕

消費収支計算について、その主な内容をご報告いたします。
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

消費収支計算書2

参考

正味資産

減価償却の累計額

8,740,696,651 △ 599,055,898

7,900,119,492 280,102,984

（※正味資産＝資産－負債）

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
３

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
平
成
26
年
度（
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、消
費
収
支
計
算
書
、

貸
借
対
照
表
及
び
附
属
明
細
表
）を
含
め
、

学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財
産
の
状
況
に
つ

い
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
の
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の

業
務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で

あ
り
、財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計

帳
簿
の
記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校

法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行

為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反

す
る
事
実
は
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

以
上

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
平
成
26
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会
・
評
議
員
会
で
報
告
、決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、４
，８
６
９
，５
４
３
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
１
６
，７
０
３
千
円
上
回
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、主
と
し
て
、補
助
金
収
入
、

前
受
金
収
入
等
で
は
見
込
み
を
下
回
り
ま

し
た
が
、雑
収
入
、そ
の
他
の
収
入
等
で
見

込
み
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

　

資
金
支
出
は
、教
育
研
究
経
費
支
出
等

で
見
込
み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、そ
の
他
大

方
の
支
出
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、４
，

７
８
３
，６
４
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、次
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
８

５
，９
０
１
千
円
と
な
り
、予
算
よ
り
１
６
５
，

８
６
０
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
消
費
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、消
費
収
入
合
計
よ
り
消
費
支
出
合
計

が
大
き
い
た
め
、当
年
度
消
費
支
出
超
過
額

は
、８
４
１
，４
９
５
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

従
っ
て
、平
成
26
年
度
の
消
費
収
支
は
、

当
年
度
消
費
収
支
超
過
額
８
４
１
，４
９
５

千
円
に
、平
成
25
年
度
決
算
の
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
５
，７
５
５
，５
６
８
千
円
を
加

え
、翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
、６
，

，５
９
７
，０
６
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、資
金
を
計
画
的
に
積

立
て
、安
全
で
有
利
な
資
産
運
用
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
５
９
９
，０
５
５
千
円
減
少
し
、８
，７
４

０
，６
９
６
千
円
と
な
って
お
り
ま
す
。

（単位：円）
科　　目

負債の部合計

本年度末 増　　減
固定負債 1,068,808,104

911,490,951
157,317,153
455,973,492
289,631,500
166,341,992
1,524,781,596

前年度末
117,811,431
5,363,350

112,448,081
△ 8,361,771
△ 35,843,200
27,481,429
109,449,660

流動負債

〔負債の部〕

（単位：円）
科　　目

基本金の部合計

本年度末 増　　減
第1号基本金 15,091,760,767

246,000,000
15,337,760,767

前年度末
242,439,637

0
242,439,637

第4号基本金

〔基本金の部〕

（単位：円）
科　　目

消費収支差額の部合計

本年度末 増　　減
翌年度繰越消費支出超過額 △ 6,597,064,116

△ 6,597,064,116

前年度末
△ 841,495,535
△ 841,495,535

〔消費収支差額の部〕

科　　目
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計

本年度末 増　　減

10,265,478,247

8,404,831,957
7,274,705,179
2,763,869,930
3,485,300,659
494,758,395
1,130,126,778
500,000,000

0
630,126,778
2,350,252,528
2,116,024,076
234,228,452

10,755,084,485

9,339,752,549

7,620,016,508

950,996,673
906,127,601
44,869,072
464,335,263
325,474,700
138,860,563
1,415,331,936

14,849,321,130
246,000,000

15,095,321,130

△ 5,755,568,581
△ 5,755,568,581

10,755,084,485

前年度末

△ 489,606,238

固定負債

流動負債

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
資産処分差額 
予備費 
消費支出の部合計

1,920,780,000
924,969,000
156,200,000
1,000,000
1,000,000

3,003,949,000

 当年度消費支出超過額 
 前年度繰越消費支出超過額 
 翌年度繰越消費支出超過額 

921,064,000
5,755,568,581
6,676,632,581

841,495,535
5,755,568,581
6,597,064,116

―
―
―

1,975,048,523
889,692,927
166,438,553
9,834,330

　　　　　　　　　　　　―
3,041,014,333

△ 54,268,523
35,276,073

△ 10,238,553
△ 8,834,330
1,000,000

△ 37,065,333

（単位：円）〔消費支出の部〕
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